
  

- 120 - 
 

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提提供供可可能能なな設設備備・・機機器器：：    

名名称称・・型型番番（（メメーーカカーー））  

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機（（轟轟産産業業））    

デデジジタタルルママイイククロロススココーーププ（（オオリリンンパパスス））    

    

    

    

所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  機機械械工工学学科科 

研研究究内内容容：：    

  

摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減はは環環境境問問題題ににおおけけるる最最重重要要課課題題ででああるる。。摩摩擦擦摩摩耗耗低低減減をを最最終終目目標標ととししてて，，トトラライイボボロロジジーー（（摩摩擦擦

学学））ととメメタタララジジーー（（金金属属学学））をを融融合合ししたた最最先先端端のの新新ししいい研研究究にに取取りり組組んんででいいるる。。特特にに，，摩摩擦擦摩摩耗耗のの影影響響をを受受けけたた材材料料

表表面面はは，，組組織織がが微微細細化化・・ナナノノ結結晶晶化化ししてていいるるとと考考ええらられれ，，耐耐摩摩耗耗性性ににもも優優れれてていいるるとと期期待待さされれるる。。  

  

超超強強加加工工ななどどにによよりり作作成成ししたた超超微微細細組組織織材材料料はは，，合合金金元元素素にに頼頼ららずずにに高高強強度度をを示示すすとといいうう新新ししいい発発想想にに基基づづいい

たた画画期期的的材材料料ででああるるたためめにに，，環環境境資資源源・・エエネネルルギギーー問問題題のの観観点点かからら次次世世代代のの構構造造材材料料候候補補ととししてて近近年年注注目目をを集集

めめてていいるる。。ここのの微微細細組組織織材材料料のの摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性をを評評価価ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

雰雰囲囲気気制制御御摩摩擦擦摩摩耗耗試試験験機機                                        摩摩擦擦表表層層のの SSEEMM にによよるる反反射射電電子子像像  

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

超微細組織材料の摩耗特性 

 

氏氏名名：：      加加藤藤  寛寛敬敬／／KKAATTOO  HHiirroottaakkaa  EE--mmaaiill：：  hhkkaattoo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  教教授授  学学位位：：  PPhh..DD..  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本トトラライイボボロロジジーー学学会会，，日日本本金金属属学学会会  

キキーーワワーードド：：  摩摩耗耗，，微微細細組組織織材材料料，，電電子子顕顕微微鏡鏡  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・摩摩擦擦摩摩耗耗特特性性評評価価  

・・  

・・  
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所所属属：：  福福井井工工業業高高等等専専門門学学校校  教教育育研研究究支支援援セセンンタターー 

図図１１  自自作作ししたたナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉  図図２２  ナナイイロロンン糸糸のの直直径径のの違違いいににおおけけるる  

伸伸縮縮回回数数のの違違いい  

研研究究内内容容：：    

  

  

【【ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉ににつついいてて】】  

  ナナイイロロンン人人工工筋筋肉肉はは，，釣釣りり糸糸やや縫縫いい糸糸にに使使用用すするるナナイイロロンン糸糸をを捻捻っっててココイイルル状状にに形形成成ししたたももののででああるる．．本本来来ナナ

イイロロンンはは、、加加熱熱すするるとと収収縮縮すするる性性質質ががあありり、、ココイイルル状状にに形形成成すするるここととでで全全体体のの収収縮縮率率ををよよりり大大ききくくすするるここととががでできき

るる．．そそののたためめ，，図図 11 ののよよううにに釣釣りり糸糸やや縫縫いい糸糸ととししてて使使用用さされれるるナナイイロロンン糸糸ををココイイルル状状ににしし，，荷荷重重にによよっってて伸伸長長ししたた状状

態態ののももののにに熱熱をを加加ええるるとと，，元元のの長長ささままでで収収縮縮すするる．．加加熱熱にによよるる収収縮縮動動作作とと放放熱熱にによよるる伸伸長長動動作作をを繰繰りり返返しし行行ううこことと

でで，，人人工工筋筋肉肉ととししててのの動動作作をを再再現現ししてていいるる．．  

  ナナイイロロンン製製人人工工筋筋肉肉のの加加熱熱ににはは，，炭炭素素繊繊維維をを通通電電ささせせたた際際にに起起ここるる発発熱熱現現象象をを利利用用ししてていいるる．．ままたた，，ナナイイロロンン製製

人人工工筋筋肉肉のの実実用用化化にに向向けけてて，，AArrdduuiinnoo をを用用いいてて伸伸縮縮動動作作のの回回数数をを調調査査すするる簡簡易易的的なな装装置置をを製製作作しし，，作作製製ししたたササンン

ププルルのの耐耐久久性性試試験験をを行行っってていいるる．．ナナイイロロンン糸糸のの直直径径のの違違いいにによよっってて伸伸縮縮回回数数がが異異ななるるここととがが明明ららかかととななっったたがが，，伸伸

縮縮回回数数ををよよりり実実用用的的ななももののににししてていいくくここととがが今今後後のの課課題題ととななっってていいるる．．  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

                                        

  

  

  

 

研研究究タタイイトトルル：：  

ナイロン製人工筋肉に関する研究 

 

氏氏名名：：      久久保保  杏杏奈奈／／KKUUBBOO  AAnnnnaa  EE--mmaaiill：：  kkuubboo@@ffuukkuuii--nncctt..aacc..jjpp  

職職名名：：  技技術術職職員員  学学位位：：  学学士士（（工工学学））  

所所属属学学会会・・協協会会：：  日日本本人人間間工工学学会会，，日日本本工工学学教教育育協協会会  

キキーーワワーードド：：  ナナイイロロンン人人工工筋筋肉肉，，アアククチチュュエエーータタ，，炭炭素素繊繊維維  

技技術術相相談談  

提提供供可可能能技技術術：：  

・・教教育育研研究究支支援援セセンンタターー公公開開講講座座「「ロロボボッットトをを動動かかすすププロロググララミミンンググ体体験験」」  

・・電電気気電電子子工工学学科科公公開開講講座座・・出出前前授授業業「「電電気気のの力力ででパパンンをを創創ろろうう」」「「手手作作りりススピピーーカカーー」」  
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